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４章 誘導区域および誘導施策等の設定        

４章 誘導区域および誘導施策等の設定 
１）誘導区域等の設定⽅針 

（１）本市が⽬指す都市の将来像と誘導区域の関係  

 本市が目指す都市の将来像は、「金沢市都

市計画マスタープラン 2019」において、『市

街地の拡大を原則として行わないものとし、

中心市街地を核として、居住や商業・業務な

どの都市機能を集積するとともに、都心軸な

どの公共交通重要路線を軸として、その沿線

や地域・生活拠点に居住や各種施設を誘導す

ることで、集約都市（軸線強化型都市構造）

の形成を目指す』として、イメージ図を掲げ

ています。 

 本計画では、都心への都市機能の集積とと

もに、都心をはじめ公共交通重要路線等沿線

に居住を誘導し、都市計画マスタープランで

示す都市の将来像の具現化を図ります。 

 
  ▼都市構造の緩やかな誘導 

公共交通重要路線 

▼将来の都市のイメージ 

出典：金沢市都市計画マスタープラン2019



 

48 

 
 
 
       ４章 誘導区域および誘導施策等の設定 

 

（２）居住誘導区域および都市機能誘導区域等の位置づけ 

 前述の将来都市像の具現化に向け、居住や都市機能の誘導に関する区域の位置づけを次に

示します。 

区域 位置づけ 

居住誘導区域 

・日常生活に必要なサービス機能や一定水準の公共交通

サービスを確保し、将来にわたり本市の居住の柱とし

て、人口密度を維持する区域 

 
都市機能誘導区域 

・様々な都市機能（商業、業務、居住、医療、福祉、教

育、歴史・文化、観光等）を集積し、都市生活の利便

性を確保することで賑わいを高める区域 

 
  都心拠点 

・歴史･文化などの多様な魅力が集積する金沢の顔とし

て、様々な都市機能を誘導する拠点 

 
  地域拠点 

・主要な交通結節点として様々な交流と賑わいを創出す

る拠点 

 
  特定機能地区 

・子育て、教育、医療、福祉、健康、スポーツなどの都

市機能を新たに集積する地区 

 
生活拠点注１ 

・日常生活圏（中学校区程度）において、既存の商店街

などの地域生活を支える拠点 

一般居住区域注１ 

・自動車や自転車での移動を主体として、日常生活に必

要な施設を維持しながらこれまで通りに暮らし続け

られる区域 

注１ 生活拠点、一般居住区域は法指定の区域ではなく、本市独自の任意の区域として指定します。 

▼将来的な都市構造のイメージ ▼居住誘導区域と都市機能誘導区域の関係
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（４）居住誘導区域および都市機能誘導区域等のあり⽅ 

 居住誘導区域および都市機能誘導区域、生活拠点（以下「誘導区域等」という。）は、今

後の人口減少や高齢化が進行したとしても、都市機能や居住が確保・維持され、本市の持続

的な成長を支える区域であることを踏まえ、次の考え方を基本として区域を設定します。 

○ 誘導区域等は、全ての人口や都市機能の集約を図る区域ではなく、様々な都市機能

や交通手段が存在し、多様な暮らしが実現できる区域として設定する 

○ 都市機能誘導区域および生活拠点は、拠点としての機能や賑わいの創出を図る区域

であるとともに、居住誘導区域としての役割を併せ持つことを原則とする 

○ 誘導区域等は、各種誘導施策などにより緩やかな誘導・集約を目指すことを基本と

する 

 

（５）徒歩圏の設定 

 誘導区域等の設定にあたり、拠点や駅・バス停などから徒歩で移動ができる範囲（以下「徒

歩圏」という。）を次の通り設定します。 

○ 一般成人が抵抗なく、高齢者も移動が可能な

距離として徒歩圏は「300ｍ」を基本とする 

○ ＪＲ・ＩＲ駅は徒歩圏を「500ｍ」※とする 

※公共交通重要路線の中でもサービスレベル

（定時性・運行便数等）が高く、また駅前広

場が整備され各種交通機関の重要な交通結節

点として機能していること等を考慮して設定 

（同等の機能を有する場合は追加を検討する） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

▼徒歩圏に関する指標（抵抗を感じない距離） 

条件 一般的な人 
（歩行速度 80ｍ/分） 

高齢者等 
（歩行速度 40ｍ/分） 

90％の人が抵抗感な
し(約 3.5 分) 

300ｍ 100ｍ 

大きな荷物がある 
(約 2分) 

150ｍ 80ｍ 

雨(約 2 分) 150ｍ 10ｍ 

出典：バスサービスハンドブック（土木学会） 

▼徒歩圏に関する指標（金沢市の事例研究） 

＜徒歩による外出距離の平均＞ 

 ○地区別平均：215ｍ～514ｍ 

 ○要介護者 ：358ｍ、健康高齢者：481ｍ 

出典：西野辰哉・大森数馬（2014）、「一中学校区を基本とす

る日常生活圏域設定の妥当性検討-地方中核都市における高

齢者福祉行政単位と高齢者の行動実態の比較考察-」、日本建

築学会計画系論文集、№699、pp.1109-1118 

▼徒歩圏を踏まえた区域設定イメージ 

公共交通重要路線から 

徒歩圏 300ｍ 

JR・IR 駅から 

徒歩圏 500ｍ

公
共
交
通 

重
要
路
線 

→居住誘導区域 

バス停

バス停の

徒歩圏

→居住誘導区域 

→

 （地域拠点） 

JR･IR 
駅 
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（６）誘導区域等に含めない区域について 

前述で位置づけた誘導区域等や一般居住区域については、住宅や都市機能の誘導又は維

持を図る区域であることから、次に示す災害リスクの高い区域や住宅の建築を制限してい

る区域等は含めないこととします。 

 

＜誘導区域等に含めない区域＞ 【 】内は根拠法等 

 ア 市街化調整区域【都市計画法】 

 イ 工業専用地域、特別用途地区や地区計画で住宅の建築を制限する区域【都市計画法】 

 ウ 地すべり防止区域【地すべり等防止法】 

 エ 急傾斜地崩壊危険区域【急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律】 

 オ 土砂災害特別警戒区域【土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律】 

 カ 土砂災害警戒区域【土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律】 

 キ 浸水想定区域（計画規模）において浸水深が３ｍ以上の区域【水防法】 

 ク 家屋倒壊等氾濫想定区域※【水防法、洪水浸水想定区域図作成マニュアル（国土交通省 H27.7）】 

   ※今後も居住や都市機能を誘導する必要がある区域を除く 

＜一般居住区域に含めない区域＞ 

 ・上記「誘導区域等に含めない区域」に示すア～オの区域 

 

なお、上記に示す区域のほか、都市再生特別措置法や都市計画運用指針において災害リ

スクが高い地域として示されている区域については、区域の新規指定や見直しが行われた

場合、その災害リスク等を総合的に判断し、居住誘導区域や一般居住区域からの除外を検

討するものとします。 

また、防災・減災等の対策が施された場合や災害リスクに関する区域指定が解除された

場合、安全性を総合的に判断し、誘導区域等への編入を検討するものとします。 
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▼誘導区域等に含めない区域 

県庁  

◎ 
市役所 

金沢港 
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２）居住誘導区域および⼀般居住区域の設定 

（１）区域の設定⽅針 

居住誘導区域は、第３次金沢交通戦略で位置づけた「公共交通重要路線」の沿線のほか、

本市の根幹となる中心市街地や歴史的なまちなみを保存・活用する区域および後述する都

市機能誘導区域を基本に設定します。 

また、一般居住区域は、市街化区域のうち、居住誘導区域や災害リスクの高い区域を除

く区域を基本に設定します。 

＜居住誘導区域および一般居住区域の設定方針＞ 

位置づけ 区域設定の考え方（災害リスクの高い区域等を除く） 

居住誘導 

区域 

Ａ．まちなか区域 

・「金沢市定住の促進に関する条例」で定める区域 

Ｂ．第３次金沢交通戦略で位置づけた「公共交通重要路線」および 

「金沢ふらっとバス」の徒歩圏内の区域 

（以下、上記２路線の徒歩圏内を「公共交通重要路線等沿線区域」という。）

・徒歩圏は、ＪＲ･ＩＲの駅から 500ｍ、北陸鉄道石川線・浅野川線の駅お

よびバス路線から 300ｍとする 

Ｃ．歴史文化居住区域 

・「伝統的建造物群保存地区」「こまちなみ保存区域」「文化的景観区域 

(景観計画)」などの金沢らしい歴史的なまちなみを保存・活用する区域

一般居住 

区域 
Ｄ．市街化区域内の居住誘導区域以外の区域（本市独自の任意の区域） 

   注１ 上記で示す条例や計画等が変更された場合は、変更の内容を総合的に判断した上で居住誘

導区域の見直しを行います。 

   注２ 居住誘導区域の境界がかかる土地で、一体的な建築行為等を行う土地は居住誘導区域に含

めます。 

   注３ 「Ｂ．公共交通重要路線等沿線区域」については、徒歩圏内であっても明確な地形・地物

で分断される場合、居住誘導区域に含めない区域があります。 

   注４ 「Ａ．まちなか区域」「Ｂ．公共交通重要路線等沿線区域」「Ｃ．歴史文化居住区域」のほ

か、後述の都市機能誘導区域に指定される区域は、居住誘導区域に含まれます。 

   注５ 既に市街化区域に囲まれており、計画的な市街化を予定する区域又は本計画の趣旨に基づ

き新たに都市機能の集積を図る区域については、市街化区域への編入後に上記の設定方針

に基づき区域を指定します。 
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（２）居住誘導区域の設定 

A．まちなか区域 

本区域は、次のエリアから構成されます。 

・「金沢市定住の促進に関する条例」で定める「まちなか区域」 

 

※区域全体を示すため「誘導区域等に含めない区域」を表示していない 

県庁  

◎ 
市役所 

金沢港 
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B．公共交通重要路線等沿線区域  

本区域は、次のエリアから構成されます。 

・第３次金沢交通戦略で位置づけた「公共交通重要路線」および「金沢ふらっとバス」

の徒歩圏内（徒歩圏は、ＪＲ北陸本線･ＩＲいしかわ鉄道線の駅から 500ｍ、北陸鉄道

石川線・浅野川線の駅およびバス路線から 300ｍ） 

 ただし、住宅立地が想定されない大規模非可住地等（金沢大学等）は除く 

※区域全体を示すため「誘導区域等に含めない区域」を表示していない 

県庁  

◎ 
市役所 

金沢港 
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C．歴史⽂化居住区域 

本区域は、次のエリアから構成されます。 

・伝統的建造物群保存地区 

・こまちなみ保存区域 

・文化的景観区域 

※区域全体を示すため「誘導区域等に含めない区域」を表示していない 

県庁  

◎ 
市役所 

金沢港 
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Ｄ．⼀般居住区域 

本区域は、次のエリアから構成されます。 

・市街化区域内で居住誘導区域（前述のＡ～Ｃ）以外の区域 

 

※区域全体を示すため「誘導区域等に含めない区域」を表示していない 

県庁  

◎ 
市役所 

金沢港 




































